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新
島
は
東
京
の
南
約
１
５
０
㎞
に
位
置
し
、
南
北

11
・
５
㎞
、
東
西
３
・
２
㎞
の
細
長
い
形
を
し

て
い
る
。人
口
は
２
８
９
２
人（
平
成
26
年
４
月
現
在
）。

島
に
は
、
北
部
に
あ
る
最
高
峰
の
宮
塚
山
（
４
３

２
ｍ
）、
阿
土
山
（
あ
っ
ち
や
ま
）、
南
部
の
向
山
（
む

か
い
や
ま
）
な
ど
の
溶
岩
ド
ー
ム
群
が
あ
る
。
ま
た
、

北
部
の
若
郷
（
わ
か
ご
う
）
に
は
、
マ
グ
マ
水
蒸
気

爆
発
で
生
じ
た
爆
裂
火
口
が
あ
る
。
島
の
中
央
部
は
、

９
世
紀
の
噴
火
に
よ
る
火
砕
物
で
で
き
た
台
地
で
あ

る
。新

島
の
噴
火
の
特
徴
は
、
火
砕
流
を
生
じ
や
す
い

こ
と
で
あ
る
。
９
世
紀
に
向
山
が
噴
火
し
た
時
は
、

房
総
半
島
で
も
降
灰
が
あ
り
、
多
数
の
牛
や
馬
が
犠

牲
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
９
世
紀
以
降
、
噴

火
は
起
き
て
い
な
い
が
、
群
発
地
震
は
時
々
発
生
し
、

最
近
で
は
、
２
０
１
１
年
３
月
の
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
直
後
に
新
島
付
近
で
地
震
活
動
が
一
時
的
に

活
発
化
し
た
。
気
象
庁
で
は
、
新
島
の
火
山
活
動
を

24
時
間
体
制
で
監
視
し
て
い
る
。

向
山
で
は
、
世
界
的
に
も
珍
し
い
コ
ー
ガ
石
（
抗

火
石
）
が
採
掘
さ
れ
て
い
る
。
コ
ー
ガ
石
は
、
流
紋

岩
の
一
種
と
さ
れ
、
新
島
の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
で

き
た
恵
み
で
あ
る
。
の
こ
ぎ
り
で
切
断
で
き
る
ほ
ど

柔
ら
か
く
、水
に
浮
く
ほ
ど
軽
い
。
耐
火
性
、耐
酸
性
、

防
音
性
に
も
優
れ
て
お
り
、
新
島
で
は
古
く
か
ら
、

建
物
や
日
用
品
の
材
料
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
。
近

年
は
、
コ
ー
ガ
石
を
原
料
と
し
、
オ
リ
ー
ブ
色
を
特

色
と
す
る
新
島
ガ
ラ
ス
が
、
島
を
代
表
す
る
工
芸
品

と
な
っ
て
い
る
。

コーガ石の島

新島（海上保安庁提供）

新島
火山噴火予知連絡会により活火山に選定されている火山。気象庁により噴火予報（平常）が発表中である（８月８日現在）。

新島
にいじま

Vol. 31

東京都

2



ぼ う さ い      秋 号  （第 76 号）

平成 26 年秋号　(No. 76)

  2    日本の火山　Vol. 31 

新島（東京都）

  4 	 	特集	

津波防災の日
  8  特集 2 

平成 26年夏の災害状況について

13  特集 3 

第 3回国連防災世界会議開催まで
あと半年

14  Disaster Management News——防災の動き 

・平成 26 年度総合防災訓練 

・平成 26 年版防災白書の概要 
   ～地区防災計画制度の施行を受けた 
   共助による地域防災力の強化～

18  「楽しみながら、しっかり学ぶボウサイ」を 

始めよう！　第 2 回 

カードゲームで 
「工夫して生き延びる力」を育む 

NPO 法人プラス・アーツ

19  防災 Q & A［公民館の防災対策］ 

災害に備えて公民館ですべき対策に 
ついて教えてください。 
危機管理教育研究所　危機管理アドバイザー 

国崎 信江 

一日前プロジェクト　第 31 回

20  災害を語りつぐ　2 

エルトゥールル号事件（1890）

22  防災リーダーと地域の輪　第 20 回 

紙芝居で災害伝承 
長野県　飯田市赤十字奉仕団

3

CONTENTS

私は学校でぼうさい訓練にさんかしたり、
家族でぼうさいフェアにさんかしたりして、もしものときの
ぼうさいグッズ、ひじょう食やお水をじゅんびしたり、話あっ
たりしています。地しん車で地しんのゆれを体けんして本当
に地しんがきたら、こわいし、どうしようと思いました。
東北の地しんのつなみのことを学校で教えてもらって、す
ごいこわいと思いました。私のすんでいるところは大きな川
が近くにあります。何年か前に大雨で家の近くまで水がきた
ことがありました。「つなみは川にもやってくる」ことを知っ
て、そのことを絵にかきました。地しん、つなみはとてもこ
わいけれど、日ごろから、いつくるかわからない地しんにそ
なえて、訓練をしたり、つなみのきけん場所のマーク、ひな
ん場所のひょうしきをみて、早く高いところににげる道を知っ
ておくことが大切だと思います。私がかいた絵が賞にえらば
れて、とてもうれしかったです。この絵をみて、地しんやつ
なみのことを多くの人に知ってもらいたいです。

小学 2 〜 4 年生の部 
徳島県 アトリエ遠渡（高木教室）小学 3 年 

前田雪乃（まえだ ゆきの）さん

第 29 回
防災ポスターコンクール
防災担当大臣賞

受賞者の声
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津
波
防
災
の
日
と
は

平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
６
月
に
、

津
波
対
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
津
波
対

策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
で
は
、
津
波
対

策
に
関
す
る
観
測
体
制
強
化
、
調
査
研

究
推
進
、
被
害
予
測
、
連
携
協
力
体
制

整
備
、
防
災
対
策
実
施
な
ど
が
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
国
民
の
間
に

広
く
津
波
対
策
に
つ
い
て
の
理
解
と
関

心
を
深
め
る
た
め
に
、
11
月
５
日
を
「
津

波
防
災
の
日
」
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

11
月
５
日
は
、
今
か
ら
１
６
０
年
前

の
安
政
元
年
11
月
５
日
（
太
陽
暦
で
は
、

１
８
５
４
年
12
月
24
日
）
に
発
生
し
た

安
政
南
海
地
震
で
、
紀
州
藩
広
村
（
現

在
の
和
歌
山
県
広
川
町
）
を
津
波
が
襲
っ

た
時
、
濱
口
梧
陵
（
儀
兵
衛
）
が
稲
む

ら
（
取
り
入
れ
の
終
わ
っ
た
稲
わ
ら
を

屋
外
に
積
み
重
ね
た
も
の
）
に
火
を
つ

け
て
、
村
人
を
安
全
な
場
所
に
誘
導
し

た
と
い
う
実
話
に
ち
な
み
ま
す
。
こ
の

実
話
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
物
語
が

「
稲
む
ら
の
火
」
で
す
。

稲
む
ら
の
火

「
稲
む
ら
の
火
」
の
原
作
は
、
ラ
フ

カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）
が

明
治
30
（
１
８
９
７
）
年
に
発
表
し
た

短
編
小
説
「A Living God

」（
生
き
神

様
）
で
す
。
明
治
29
年
６
月
に
発
生
し

た
明
治
三
陸
地
震
に
よ
る
津
波
で
数
多

く
の
命
が
失
わ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

を
知
っ
た
ハ
ー
ン
は
、
伝
え
聞
い
て
い

た
安
政
南
海
地
震
の
際
の
梧
陵
の
偉
業

を
ヒ
ン
ト
に
、
こ
の
小
説
を
書
き
上
げ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
広
村
の
隣
町

の
湯
浅
町
出
身
の
小
学
校
教
員
で
あ
っ

た
中
井
常
蔵
は
こ
の
小
説
に
深
く
感
動

し
、
そ
れ
を
子
ど
も
に
も
伝
え
た
い
と

考
え
、
昭
和
９
（
１
９
３
４
）
年
文
部

省
の
教
材
公
募
に
ハ
ー
ン
の
小
説
を
も

と
に
執
筆
し
た
「
稲
む
ら
の
火
」
を
応

募
し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
品

は
昭
和
12
年
か
ら
10
年
間
に
わ
た
っ
て

小
学
５
年
生
用
の
国
語
読
本
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら

使
わ
れ
て
い
る
小
学
５
年
生
用
国
語
教

科
書
に
濱
口
梧
陵
の
伝
記
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

濱
口
梧
陵
の
偉
業

こ
の
「
稲
む
ら
の
火
」
の
五
兵
衛
の

モ
デ
ル
と
な
っ
た
濱
口
梧
陵
は
、
文
政

３
（
１
８
２
０
）
年
に
広
村
で
生
ま
れ

ま
し
た
。
12
歳
の
時
に
、
江
戸
と
銚
子

で
大
き
な
醤
油
屋
を
営
ん
で
き
た
濱
口

家
の
本
家
の
養
子
と
な
り
ま
す
。
家
業

を
継
ぎ
、
関
東
と
広
村
を
行
き
来
す
る

4

特集

11 月 5 日は津波防災の日です。この日は、1854 年の安政南海地震による津波が和歌山県を襲っ
た際の、「稲むらの火」の逸話にちなんでいます。全国各地で、津波防災の日を中心に地震津波防災
訓練が行われます。この日を機会に、あらためて地震や津波への対策を確認しましょう。

東日本大震災の津波で被害を受けた宮城県仙台市の住宅
（消防科学総合センター 提供）

津波防災の日
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生
活
を
送
っ
て
い
た
梧
陵
は
、
35
歳
の

時
に
広
村
で
安
政
南
海
地
震
に
遭
遇
し

ま
す
。
震
源
は
紀
伊
半
島
四
国
南
方
沖
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
８
・
４
と
い
う
巨

大
地
震
で
し
た
。

津
波
が
迫
る
中
、
梧
陵
は
村
を
巡
回

し
、
村
人
に
避
難
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
津
波
か
ら
逃
げ
遅
れ
た
村
人

が
、
暗
闇
の
中
で
逃
げ
る
方

向
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
、

稲
む
ら
に
松
明
で
火
を
放
ち
、

安
全
な
場
所
へ
と
誘
導
し
て

い
ま
す
。
こ
の
時
の
梧
陵
の

活
躍
が
、「
稲
む
ら
の
火
」
の

ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
の
で

す
。

安
政
南
海
地
震
の
津
波
に
よ
り
、
広

村
の
中
心
集
落
は
浸
水
し
ま
し
た
。
当

時
、
広
村
の
人
口
は
約
１
３
０
０
人
、

戸
数
は
約
３
４
０
戸
で
し
た
が
、
36
名

が
亡
く
な
り
、
家
屋
流
出
は
１
２
５
軒
、

全
壊
10
軒
、
半
壊
46
軒
に
の
ぼ
っ
て
い

ま
す
。

梧
陵
は
食
料
品
、
衣
服
、
農
機
具
、

漁
具
の
提
供
、
被
災
者
用
家
屋
の
建
設

な
ど
を
行
い
、
村
人
の
生
活
再
建
を
支

援
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
後
の
津
波
か
ら

村
を
守
る
た
め
に
私
財
を
投
じ
て
堤
防

を
建
築
す
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

地
震
の
翌
年
に
建
設
が
始
ま
っ
た
工
事

に
は
、
津
波
に
よ
っ
て
職
を
失
っ
た
村

人
も
多
く
雇
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
村
人
の
離
散
も
防
ぎ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
約
４
年
に
わ
た
る
工
事
で
、

高
さ
５
ｍ
、
底
幅
20
ｍ
、
全
長
約
６
０

０
ｍ
の
広
村
堤
防
が
完
成
。
堤
防
に
沿
っ

て
海
側
に
は
、
松
並
木
（
防
潮
林
）
も

植
え
ら
れ
ま
し
た
。

堤
防
の
完
成
か
ら
88
年

後
の
昭
和
21
（
１
９
４
６
）

年
、
紀
伊
半
島
沖
を
震
源

と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

８
・
０
の
昭
和
南
海
地
震

が
発
生
し
ま
す
。
広
村
に

は
高
さ
４
ｍ
の
津
波
が
襲

い
ま
し
た
が
、
居
住
地
区

の
大
部
分
は
堤
防
に
よ
っ

「
稲
む
ら
の
火
」
の
あ
ら
す
じ

高
台
に
住
む
庄
屋
の
五
兵
衛
は
長
く
ゆ
っ
た
り
と
し
た

地
震
の
後
、
家
か
ら
出
て
村
を
見
下
ろ
し
た
。
し
か
し
、

村
人
は
豊
年
を
祝
う
祭
り
の
準
備
で
地
震
に
は
気
付
い
て

い
な
い
様
子
だ
。
五
兵
衛
が
目
を
海
に
や
る
と
、
潮
が
引

き
、
広
い
砂
原
や
岩
底
が
現
れ
て
い
る
。
津
波
が
や
っ
て

来
る
に
違
い
な
い
と
直
感
し
た
五
兵
衛
は
、
自
分
の
畑
に

積
ん
で
あ
っ
た
取
り
入
れ
た

ば
か
り
の
稲
む
ら
に
次
々
と

松
明
で
火
を
放
っ
た
。
す
る

と
、
火
に
気
付
い
た
村
人
が

火
を
消
そ
う
と
高
台
に
次
々

と
駆
け
つ
け
た
。
村
人
が
五

兵
衛
の
も
と
に
集
ま
っ
て
し

ば
ら
く
す
る
と
、
津
波
が
村

を
襲
い
、
村
は
跡
形
も
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
様
子

を
見
た
村
人
は
、
五
兵
衛
が

稲
む
ら
に
放
っ
た
火
に
よ
っ

て
命
が
救
わ
れ
た
こ
と
に
気

付
く
の
で
あ
っ
た
。

濱口梧陵（儀兵衛）（1820-1885）

5

濱口梧陵が稲むらに火をつけよう
と松明を持って走る姿の銅像。広
川町役場前の稲むらの火広場。

広村堤防横断図（「『稲むらの火』と史蹟広村堤防」より）
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て
守
ら
れ
、
被
害
は
最
小

限
に
抑
え
ら
れ
ま
し
た
。

広
村
で
は
、
安
政
南
海

地
震
か
ら
50
年
を
迎
え
た

明
治
36
（
１
９
０
３
）
年
、

津
波
の
犠
牲
者
の
霊
を
慰

め
、
梧
陵
の
偉
業
を
し
の

び
、
堤
防
へ
の
土
盛
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、

今
に
伝
わ
る
津
浪
祭

の
始
ま
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
広

川
町
で
は
11
月
５
日

の
津
波
防
災
の
日
に

合
わ
せ
て
津
浪
祭

を
開
催
、
小
中
学
生

に
よ
る
堤
防
へ
の
土

盛
り
や
神
事
な
ど
が

行
わ
れ

て
い
ま

す
。
２
０
０
３
年
か
ら
は

毎
年
、
10
月
に
稲
む
ら
の

火
祭
り
も
開
催
、
小
学
生

に
よ
る
「
稲
む
ら
の
火
」

の
朗
読
や
市
民
に
よ
る
松

明
行
列
を
通
し
て
、
津
波

防
災
を
伝
承
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
広
川
町
に
は
、

梧
陵
の
精
神
と
津
波
防
災

を
学
び
受
け
継
ぐ
た
め
に
、

平
成
19（
２
０
０
７
）年
に
、

濱
口
梧
陵
記
念
館
と
津
波

防
災
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

な
る
、「
稲
む
ら
の
火
の
館
」

が
開
館
し
て
い
ま
す
。

世
界
に
広
が
る

　
稲
む
ら
の
火

「
稲
む
ら
の
火
」
は
、
津

波
の
恐
ろ
し
さ
、
地
震
後

の
早
期
避
難
の
重
要
性
を
伝
え
る
優
れ

た
防
災
教
材
で
す
。
そ
の
た
め
、
教
科

書
だ
け
で
は
な
く
、
マ
ン
ガ
、
紙
芝
居

な
ど
様
々
な
形
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
稲
む
ら
の
火
」
は
世
界
に
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。
２
０
０
４
年
の
ス
マ
ト
ラ

沖
地
震
で
数
多
く
の
命
が
津
波
で
失
わ

れ
た
こ
と
か
ら
、
兵
庫
県
神
戸
市
の
ア

ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
は
ア
ジ
ア
の
８
か

国
に
向
け
に
、
英
語
、
タ
イ
語
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
語
な
ど
９
言
語
で
、「
稲
む
ら

の
火
」
を
使
っ
た
津
波
防
災
の
教
材
を

作
成
し
、配
布
を
し
ま
し
た
。
教
材
に
は
、

大
人
用
と
子
ど
も
用
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が

あ
り
、
誰
も
が
簡
単
に
理
解
で
き
る
よ

う
に
イ
ラ
ス
ト
が
た
く
さ
ん
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
各
国
の
風
俗
や
習
慣
に

合
わ
せ
て
登
場
人
物
の
名
前
や
顔
、
衣

服
な
ど
を
変
更
し
、
違
和
感
な
く
読
め

る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
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現在の広村堤防

インドネシア語版の「稲むらの火」
（子ども用バージョン）

（上）広川町の「稲むらの火の館」
（下）広川町で 10 月に開催されている稲むらの火祭りの松明行列
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7 月 30 日に和歌山県で開催された
「地震・津波防災訓練シンポジウム」

「地震・津波防災訓練シンポジウム」で開会挨拶を行う
亀岡内閣府大臣政務官（当時）

7

コラム

内
閣府防災担当は、他省庁や自治体、民間企
業等と連携し、「津波防災の日」の前後に、
様々な訓練やシンポジウムの開催を予定し

ています（図表参照）。
　7 月 30 日には、地震・津波防災訓練のキックオ
フイベントとして、濱口梧陵ゆかりの和歌山県にお
いて、「地震・津波防災訓練シンポジウム」を開催、
亀岡内閣府大臣政務官（当時）の開会挨拶、事例発
表に続き、木村玲欧氏（兵庫県立大学環境人間学部
准教授）による「なぜ人々は津波から逃げることを
戸惑うのか～災害情報と人間心理を知る～」と題し
た基調講演及びパネルディスカッションが行われま
した。会場には約 360 名の皆様に参加いただき、熱
気あふれるシンポジウムとなりました。
　今後、国、都道府県、市町村及び自治会や民間企
業等、261 団体（8 月 22 日現在）による訓練等の
実施と、11 月 5 日には仙台市において内閣府主催
の「津波防災の日」シンポジウムの開催が予定され
ています。シンポジウムでは、「津波防災大使」に
任命されたフィギュアスケートの羽生結弦選手から
のビデオメッセージや室崎益輝氏（兵庫県立防災教
育センター長）による基調講演、全国各地における
津波防災における取組紹介等が行われる予定です。
　津波に対する防災意識は沿岸地域にお住まいの方
はもちろんのこと、様々な機会を通じて海に親しむ
ことの多い我が国に住むすべての皆さんに必要で
す。津波防災の日を通じて津波に対する防災意識を
高めていきましょう。

「津波防災の日」における
内閣府防災担当の取組

「津波防災の日」シンポジウム

開催日：１１月５日（仙台市）
内 容：津波防災の意識啓発を図るシンポジウムを開

催し、メディアを通じて国民への周知を図る。

７月～１０月 １１月

地震・津波防災訓練

地震・津波防災訓練
キックオフイベント
（7月30日実施）

都道府県
主催訓練 市町村

主催訓練

民間企業
主催訓練

自治会等
主催訓練

他省庁
主催訓練

広
報

地震・津波防災訓練
（内閣府）

北海道
（浜中町）

千葉県
（いすみ市）

愛知県
（西尾市）

和歌山県
（広川町）

山口県
（周防大島町）

高知県
（大月町）

宮崎県
（日南市）

全国８か所
宮城県

（多賀城市）

○ 津波防災の日のポスター配布・掲示による津波防災の日の周知（7月～11月）

※11月5日「津波防災の日」

（津波対策の推進に関する法律）

（内閣府）
地震・津波防災
訓練の呼びかけ

（５月～）
対象

都道府県・市町村
民間企業 等

(中央防災会議)
「津波防災の
日」にかかる行
事等の実施依頼
通知

対象
指定行政機関、指定公
共機関、都道府県防災
会議

プレス発表
（9月2日）

非常災害対策本部設置訓練（11月5日）

平成２６年度地震・津波防災の日に関する取組について

津波防災大使
フィギュアスケートの羽生結弦選手（仙台市出身）を
“津波防災大使”に任命し、PR活動を一層推進する。

シェイクアウト訓練

訓練開始合図（防災行政無線等）で、
自らの身を守る安全確保行動１－２－
３を１分から数分間実施

防災行政無線による情報伝達訓練等
を活用し、最寄りの避難場所等へ避難

津波避難訓練

その他

訓練内容

●
中部エリア

１１月５日（水）

愛知県西尾市

近畿エリア

１１月５日（水）

和歌山県広川町

●

●

関東エリア

１１月８日（土）

千葉県いすみ市

四国エリア

１１月２日（日）

高知県大月町

●

●

九州エリア

１１月６日（木）

宮崎県日南市

●

中国エリア

１１月５日（水）

山口県周防大島町

●

東北エリア

１１月９日（日）

宮城県多賀城市

北海道エリア

１１月１日（土）

北海道浜中町
●

大島地区

大浦地区鵜戸地区

沿岸地域児童・生徒
和田地区

市内全域

市内全域

市内全域

霧多布地区

情報伝達訓練、物資配給訓練、炊き
出し訓練等（※地域により異なる）

内閣府が実施する地震・津波防災訓練

（詳細はこちら URL: http://www.bousai.go.jp/jishin/tsunami/tsunamibousai/tsunamibousaiday.html）
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台
風
第
８
号

台
風
第
８
号
は
、
大
型
で
非
常
に
強

い
勢
力
と
な
っ
て
、
７
月
８
日
に
沖
縄

本
島
と
宮
古
島
の
間
を
北
上
し
、
10
日

７
時
前
に
は
、
鹿
児
島
県
阿
久
根
市
付

近
に
上
陸
し
ま
し
た
。
特
に
沖
縄
本
島

地
方
で
は
大
雨
等
の
特
別
警
報
が
発
表

さ
れ
る
な
ど
、
記
録
的
な
大
雨
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
台
風
周
辺
の
湿
っ
た

南
風
と
梅
雨
前
線
の
影
響
で
、
台
風
か

ら
離
れ
た
地
域
で
も
局
地
的
に
猛
烈
な

雨
の
降
っ
た
所
が
あ
り
ま
し
た
。

被
害
状
況

こ
の
台
風
等
に
よ
る
大
雨
に
よ
り
、

死
者
３
人
及
び
負
傷
者
67
人
の
人
的
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
住
家
被

害
に
つ
い
て
は
、
住
家
全
壊
14
棟
、
住

家
半
壊
３
棟
、
床
上
・
床
下
浸
水
が
１

３
８
４
棟
等
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

政
府
の
対
応

政
府
で
は
、
７
月
７
日
に
関
係
省
庁

災
害
警
戒
会
議
を
開
催
し
、
古
屋
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）（
当
時
）
か

ら
国
民
の
皆
様
に
対
し
、
災
害
か
ら
自

ら
の
身
を
守
る
た
め
、
早
め
の
積
極
的

な
避
難
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
関

係
省
庁
に
対
し
、
対
応
に
万
全
を
期
す

よ
う
要
請
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
、

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
関
係
省
庁
に

対
し
、
大
雨
、
暴
風
、
高
波
等

に
関
す
る
情
報
提
供
を
国
民
に

対
し
適
時
的
確
に
行
う
こ
と
等

の
指
示
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
政
府
全
体
と
し
て
よ
り
一

層
災
害
対
応
に
万
全
を
期
す
た

め
、
菅
内
閣
官
房
長
官
出
席
の

も
と
関
係
省
庁
災
害
警
戒
会
議

を
開
催
し
、
今
後
の
気
象
状
況

の
見
込
み
、
被
害
状
況
及
び
各

省
庁
の
対
応
状
況
の
情
報
共
有

を
行
う
と
と
も
に
、
総
理
指
示

を
踏
ま
え
、
関
係
省
庁
が
緊
密

に
連
携
し
、
事
前
対
策
等
に
万

全
を
期
す
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

こ
の
他
、
７
月
11
日
以
降
３
度
に
わ

た
り
、亀
岡
内
閣
府
大
臣
政
務
官
（
当
時
）

を
団
長
と
す
る
政
府
調
査
団
を
長
野
県
、

山
形
県
、
沖
縄
県
へ
派
遣
し
、
被
災
自

治
体
の
首
長
等
と
意
見
交
換
を
行
う
と

と
も
に
、
被
災
現
場
の
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

支
援
策

具
体
的
な
支
援
と
し
て
、
７
月
９
日

に
、
災
害
救
助
法
及
び
被
災
者
生
活
再

建
支
援
法
が
長
野
県
木
曽
郡
南
木
曽
町
、

山
形
県
南
陽
市
に
適
用
さ
れ
る
と
と
も

に
、
災
害
救
助
法
の
適
用
を
踏
ま
え
、

７
月
23
日
、
２
市
町
に
対
し
、
９
月
に

定
例
交
付
す
べ
き
普
通
交
付
税
の
一
部

を
繰
り
上
げ
て
交
付
し
ま
し
た
。
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平成26年夏の
災害状況に
ついて

特集

山形県知事、南陽市長等と意見交換をする亀岡政務官
（当時）（山形県南陽市役所）　

土石流による被害状況（長野県南木曽町読書（よみかき）地区）



ぼ う さ い      秋 号  （第 76 号）

台
風
第
12
号
及
び
11
号

７
月
29
日
12
時
に
マ
リ
ア
ナ
諸
島
付

近
で
発
生
し
た
台
風
第
11
号
は
、
強
い

勢
力
を
維
持
し
た
ま
ま
比
較
的
ゆ
っ
く

り
と
し
た
速
度
で
北
上
し
、
10
日
６
時

過
ぎ
に
高
知
県
安
芸
市
付
近
に
上
陸
し

た
後
、
次
第
に
速
度
を
速
め
な
が
ら
四

国
地
方
、
近
畿
地
方
を
通
過
し
ま
し
た
。

こ
の
期
間
、
前
線
が
西
日
本
の
日
本
海

側
か
ら
北
日
本
に
か
け
て
停
滞
し
、
前

線
に
向
か
っ
て
台
風
周
辺
の
湿
っ
た
空

気
が
流
れ
込
み
、
西
日
本
か
ら
北
日
本

の
広
い
範
囲
で
大
雨
と
な
り
、
特
に
、

高
知
県
で
は
７
日
か
ら
11
日
ま
で
の
総

降
水
量
が
多
い
と
こ
ろ
で
１
０
０
０
ミ

リ
を
超
え
る
な
ど
、
四
国
地
方
か
ら
東

海
地
方
に
か
け
て
総
降
水
量
が
６
０
０

ミ
リ
を
超
え
る
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
気
の
状
態
が
非
常
に
不
安
定

と
な
り
、
栃
木
県
鹿
沼
市
、
壬
生
町
、

栃
木
市
に
お
い
て
、
10
日
11
時
30
分
頃

か
ら
50
分
頃
、
竜
巻
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
７
月
30
日
３
時
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
東
の
海
上
で
発
生
し
た
台
風
第

12
号
は
、
31
日
か
ら
８
月
１
日
に
か
け

て
沖
縄
本
島
地
方
に
最
も
接
近
し
、
特

に
四
国
地
方
で
は
、
降
り
始
め
か
ら
の

雨
量
が
１
０
０
０
ミ
リ
を
超
え
る
等
、

８
月
の
月
降
水
量
（
平
年
値
）
の
２
～

４
倍
と
な
っ
た
所
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
８
月
10
日
に
は
、
三
重
県
に
対
し
、

大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

被
害
状
況

こ
の
台
風
等
に
よ
る
大
雨
に
よ
り
、

死
者
６
人
及
び
負
傷
者
88
人
の
人
的
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
住
家
被

害
に
つ
い
て
は
、
住
家
全
壊
10
棟
、
住

家
半
壊
10
棟
、
床
上
・
床
下
浸
水
５
９

６
４
棟
等
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

政
府
の
対
応

政
府
で
は
、
８
月
３
日
以
降
、
関
係

省
庁
災
害
警
戒
会
議
を
開
催
し
、
警
戒

体
制
の
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
８

月
８
日
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
関

係
省
庁
に
対
し
、
政
府
の
総
力
を
挙
げ

て
、
災
害
応
急
対
策
に
万
全
を
尽
く
す

こ
と
等
の
指
示
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
関
係
省
庁
災
害
対
策
会
議
を
開
催

し
、
今
後
の
気
象
状
況
の
見
込
み
、
被

害
状
況
及
び
各
省
庁
の
対
応
状
況
の
情

報
共
有
を
行
う
と
と
も
に
、
総
理
指
示

を
踏
ま
え
、
関
係
省
庁
が
緊
密
に
連
携

し
、
災
害
応
急
対
策
等
に
万
全
を
期
す

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月

11
日
か
ら
13
日
に
、
西
村
内
閣
府
副
大

臣
を
団
長
と
す
る
政
府
調
査
団
を
徳
島

県
及
び
高
知
県
へ
派
遣
し
、
被
災
自
治

体
の
首
長
等
と
意
見
交
換
を
行
う
と
と

も
に
、
被
災
現
場
の
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
更
に
、
竜
巻
に
よ
る
被
害
状
況

を
調
査
す
る
た
め
、
11
日
に
亀
岡
内
閣

府
大
臣
政
務
官
（
当
時
）
を
団
長
と
す

る
政
府
調
査
団
を
栃
木
県
へ
派
遣
し
ま

し
た
。

支
援
策

具
体
的
な
支
援
と
し
て
、
災
害
救
助

法
が
、
８
月
３
日
に
高
知
県
吾
川
郡
い

9

床上浸水被害を受けた加茂谷中学校
（徳島県阿南市加茂谷（かもだに）地区）

山腹崩壊の状況（高知市鏡地区鏡的渕（かがみまどぶち））

高知県知事等との意見交換（高知県庁）
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の
町
に
、
８
月
９
日
に
高
知
県
の
高
知

市
、長
岡
郡
大
豊
町
、高
岡
郡
四
万
十
町
、

徳
島
県
の
那
賀
郡
那
賀
町
に
そ
れ
ぞ
れ

適
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
被
災
者
生
活

再
建
支
援
法
が
、
８
月
３
日
に
高
知
県

吾
川
郡
い
の
町
、
８
月
６
日
に
玖
珂
郡

和
木
町
に
、
８
月
９
日
に
那
賀
郡
那
賀

町
に
、
そ
れ
ぞ
れ
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
５
日
に
「
平
成
二
十
六
年

七
月
三
十
日
か
ら
八
月
二
十
五
日
ま
で

の
間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
」

を
激
甚
災
害
に
指
定
し
、
全
国
を
対
象

と
し
て
、
農
地
等
の
災
害
復
旧
事
業
等

に
係
る
補
助
の
特
別
措
置
、
農
林
水
産

業
共
同
利
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
の

補
助
の
特
例
、
小
災
害
債
に
係
る
元
利

償
還
金
の
基
準
財
政
需
要
額
へ
の
算
入

等
を
適
用
し
ま
し
た
。

８
月
15
日
か
ら
の
大
雨

８
月
15
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
、
本

州
付
近
に
前
線
が
停
滞
し
、
前
線
に
向

か
っ
て
南
か
ら
暖
か
く
湿
っ
た
空
気
が

流
れ
込
ん
だ
影
響
で
、
東
日
本
と
西
日

本
で
は
広
い
範
囲
で
大
気
の
状
態
が
非

常
に
不
安
定
と
な
り
ま
し
た
。
局
地
的

に
雷
を
伴
っ
て
非
常
に
激
し
い
雨
が
降

り
、
16
日
と
17
日
の
２
日
間
に
降
っ
た

雨
の
量
が
、
京
都
府
福
知
山
市
や
岐
阜

県
高
山
市
等
で
観
測
史
上
１
位
を
更
新

す
る
等
、
近
畿
、
北
陸
、
東
海
地
方
を

中
心
に
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

被
害
状
況

こ
の
大
雨
に
よ
り
、
死
者
７
人
及
び

負
傷
者
７
人
の
人
的
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
ま
た
、
住
家
被
害
に
つ
い
て
は
、

住
家
全
壊
24
棟
、
住
家
半
壊
１
０
９
棟
、

床
上
・
床
下
浸
水
が
５
２
２
７
棟
等
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

政
府
の
対
応

政
府
で
は
、
８
月
15
日
及
び
18
日
に
、

関
係
省
庁
災
害
対
策
会
議
を
開
催
し
、

今
後
の
気
象
状
況
の
見
込
み
等
の
情
報

共
有
を
行
う
と
と
も
に
、
被
害
状
況
等

の
迅
速
な
把
握
、
関
係
省
庁
間
で
の
情

報
共
有
に
努
め
、
災
害
応
急
対
策
に
全

力
を
挙
げ
る
こ
と
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
18
日
に
西
村
内
閣
府
副
大

臣
を
団
長
と
す
る
政
府
調
査
団
を
兵
庫

県
及
び
京
都
府
へ
、
19
日
に
亀
岡
内
閣

府
大
臣
政
務
官
（
当
時
）
を
団
長
と
す

る
政
府
調
査
団
を
岐
阜
県
へ
そ
れ
ぞ
れ

派
遣
し
、
被
災
自
治
体
の
首
長
等
と
意

見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
被
災
現
場

の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

支
援
策

具
体
的
な
支
援
と
し
て
、
災
害
救
助

法
が
、
８
月
17
日
に
京
都
府
福
知
山
市
、

兵
庫
県
丹
波
市
に
適
用
さ
れ
る
と
と
も

に
、
同
日
、
京
都
府
福
知
山
市
に
対
し
、

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
が
適
用
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
救
助
法
の
適
用

を
踏
ま
え
、
８
月
25
日
、
２
市
に
対
し
、

９
月
に
定
例
交
付
す
べ
き
普
通
交
付
税

の
一
部
を
繰
り
上
げ
て
交
付
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
９
月
５
日
に
「
平
成
二
十

六
年
七
月
三
十
日
か
ら
八
月
二
十
五
日

ま
で
の
間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る

災
害
」
を
激
甚
災
害
に
指
定
し
、
全
国

を
対
象
と
し
て
、
農
地
等
の
災
害
復
旧

10

被害を受けた橋梁の様子
（兵庫県丹波市市島町上竹田地区）

浸水被害を受けた給食センター
（福知山市問屋町（とんやまち）地内）

土砂災害の様子を調査する西村内閣府副大臣
（兵庫県丹波市市島町徳尾地区）
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事
業
等
に
係
る
補
助
の
特
別
措
置
、
農

林
水
産
業
共
同
利
用
施
設
災
害
復
旧
事

業
費
の
補
助
の
特
例
、
小
災
害
債
に
係

る
元
利
償
還
金
の
基
準
財
政
需
要
額
へ

の
算
入
等
を
適
用
し
ま
し
た
。

８
月
20
日
広
島
土
砂
災
害

８
月
18
日
以
降
も
、
前
線
に
向
か
っ

て
暖
か
く
湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
み
、

中
国
地
方
や
九
州
北
部
地
方
を
中
心
に

大
気
の
状
態
が
非
常
に
不
安
定
と
な
り

ま
し
た
。
20
日
３
時
30
分
に
は
、
広
島

県
で
１
時
間
に
約
１
２
０
ミ
リ
の
猛
烈

な
雨
を
観
測
し
た
ほ
か
、
24
時
間
雨
量

が
観
測
史
上
１
位
を
更
新
す
る
な
ど
、

記
録
的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

被
害
状
況

こ
の
大
雨
に
よ
り
、
死
者
73
人
、
行

方
不
明
者
１
人
、
負
傷
者
44
人
の
人
的

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
住
家

被
害
に
つ
い
て
は
、
住
家
全
壊
１
３
３

棟
、
住
家
半
壊
１
２
２
棟
、
床
上
・
床

下
浸
水
が
４
１
３
２
棟
等
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
広
島
市
内
１
６

６
箇
所
以
上
で
土
砂
災
害
が
発
生
し
、

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
方
が
最
大
で

約
２
３
０
０
人
を
超
え
る
な
ど
、
甚
大

な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

関
係
省
庁
災
害
対
策
会
議
等
の

　
開
催
及
び
政
府
現
地
災
害

　
対
策
室
の
設
置

政
府
で
は
、
８
月
20
日
、
安
倍
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
関
係
省
庁
に
対
し
、
早

急
に
被
害
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

政
府
の
総
力
を
挙
げ
て
、
被
災
者
の
救

命
・
救
助
等
の
災
害
応
急
対
策
に
全
力

で
取
り
組
む
こ
と

等
の
指
示
が
あ
っ

た
こ
と
を
踏
ま

え
、
関
係
省
庁
災

害
対
策
会
議
を
開

催
し
、
今
後
の
気

象
状
況
及
び
被
害

状
況
並
び
に
各
省

庁
の
対
応
状
況
に

つ
い
て
情
報
共
有

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
被
災
地
方

公
共
団
体
及
び
関

係
省
庁
が
一
体
と

な
っ
て
災
害
応
急

対
策
を
的
確
か
つ

迅
速
に
実
施
す
る

た
め
、
同
日
、
広

島
県
に
政
府
現
地

災
害
対
策
室
を
設

置
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
８
月
豪
雨
非
常
災
害

　
対
策
本
部
等
の
設
置

８
月
22
日
、
広
島
県
に
お
け
る
土
砂

災
害
の
発
生
か
ら
２
日
経
過
後
も
な
お
、

行
方
不
明
者
が
多
数
発
生
し
、
救
助
活

動
が
長
期
化
す
る
事
態
が
生
じ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣

の
指
示
に
よ
り
、
災
害
対
策
基
本
法
に

基
づ
き
、「
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）

８
月
豪
雨
非
常
災
害
対
策
本
部
」
を
格

上
げ
設
置
す
る
と
と
も
に
、
広
島
県
に
、

西
村
内
閣
府
副
大
臣
を
本
部
長
と
す
る

「
非
常
災
害
現
地
対
策
本
部
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
開
催
し
た
第
１

回
本
部
会
議
に
お
い
て
、
行
方
不
明
者

の
一
刻
も
早
い
救
命
救
助
に
全
力
を
尽

11

京都府知事等との意見交換（京都府庁）

非常災害現地対策本部（広島県庁内）

土砂災害発生箇所（一部）（広島市安佐南区八木地区）
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く
す
等
の
災
害
応
急
対
策
に
関
す
る
基

本
方
針
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
関
係

省
庁
一
体
と
な
っ
て
、
対
応
に
万
全
を

期
す
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
後

も
本
部
会
議
を
計
14
回
開
催
し
、
非
常

災
害
現
地
対
策
本
部
と
の
テ
レ
ビ
会
議

に
よ
る
被
害
状
況
等
の
聴
取
及
び
意
見

交
換
、
関
係
省
庁
に
お
け
る
対
応
・
支

援
状
況
等
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
他
、
非
常
災
害
現
地
対
策
本
部

に
「
被
災
者
支
援
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、

県
市
と
連
携
し
な
が
ら
、
被
災
者
の
住

宅
確
保
、
避
難
所
の
環
境
整
備
等
の
被

災
者
の
生
活
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
非
常
災
害
現
地
対
策
本
部
、
県
、

市
に
よ
る
「
８
・
20
土
砂
災
害
応
急
復

旧
連
絡
会
議
」
を
設
置
し
、
土
砂
災
害

に
よ
る
道
路
等
に
堆
積
し
た
土
砂
及
び

が
れ
き
等
の
処
理
、
砂
防
・
治
山
・
河
川
・

道
路
等
の
応
急
復
旧
な
ど
の
加
速
化
を

図
り
ま
し
た
。

内
閣
総
理
大
臣
の
現
地
調
査
及
び

　
政
府
調
査
団
の
派
遣

８
月
20
日
に
は
、
古
屋
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
防
災
）（
当
時
）
を
団
長
と

す
る
政
府
調
査
団
を
広
島
県
へ
派
遣
し
、

８
月
25
日
に
は
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣

及
び
松
本
文
明
内
閣
府
大
臣
政
務
官
（
当

時
）
が
広
島
県
を
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ

被
災
自
治
体
の
首
長
等
と
の
意
見
交
換

及
び
被
災
現
場
の
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
９
月
５
日
に
も
、
山
谷
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）
を
団
長

と
す
る
政
府
調
査
団
を
広
島
県
へ
派
遣

し
、
被
災
自
治
体
の
首
長
等
と
の
意
見

交
換
及
び
被
災
現
場
の
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

支
援
策

具
体
的
な
支
援
と
し
て
、
広
島
県
か

ら
の
災
害
派
遣
要
請
に
基
づ
き
、
延
べ

１
４
９
６
５
名
余
り
の
自
衛
隊
員
が
人

命
救
助
や
入
浴
支
援
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
警
察
は
、
延
べ
３
５
１

０
０
名
余
り
の
体
制
で
、
救
出
救
助
や

交
通
対
策
、
検
視
や
身
元
確
認
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

消
防
機
関
で
は
、
延
べ
１
８
４
６
０
名

余
り
に
よ
る
救
出
・
救
助
活
動
な
ど
を

実
施
し
た
ほ
か
、
国
土
交
通
省
に
お
い

て
は
、
Ｔ
Ｅ
Ｃ

－

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
を
延
べ

１
８
１
７
名
余
り
派
遣
し
、
二
次
災
害

防
止
の
た
め
の
技
術
的
助
言
等
の
支
援

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
20
日
に

災
害
救
助
法
及
び
被
災
者
生
活
再
建
支

援
法
が
広
島
県
広
島
市
に
適
用
さ
れ
た

ほ
か
、
災
害
救
助
法
の
適
用
を
踏
ま
え
、

８
月
27
日
、
同
市
に
対
し
、
11
月
に
定

例
交
付
す
べ
き
普
通
交
付
税
の
一
部
を

繰
り
上
げ
て
交
付
し
ま
し
た
。
更
に
、

９
月
５
日
に
「
平
成
二
十
六
年
七
月
三

十
日
か
ら
八
月
二
十
五
日
ま
で
の
間
の

暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
」
を
激

甚
災
害
に
指
定
し
、
全
国
を
対
象
と
し

て
、
農
地
等
の
災
害
復
旧
事
業
等
に
係

る
補
助
の
特
別
措
置
、
農
林
水
産
業
共

同
利
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
の
補
助

の
特
例
、
小
災
害
債
に
係
る
元
利
償
還

金
の
基
準
財
政
需
要
額
へ
の
算
入
等
を

適
用
し
ま
し
た
。

（
平
成
26
年
９
月
16
日
現
在
）
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避難所で聞き取りをする安倍内閣総理大臣
（広島市安佐南区八木地区・梅林（ばいりん）小学校）

　

政府現地災害対策本部で激励をする山谷防災担当大臣
 （広島市役所）

避難所で聞き取りをする山谷防災担当大臣
（広島市安佐南区八木地区・梅林小学校）　

平成 26 年 8 月豪雨非常災害対策本部第１回本部会議
（中央合同庁舎第 8 号館災害対策本部会議室）
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２
０
１
５
年
３
月
に
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
る
第

３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
ま
で
、
い
よ
い
よ
あ
と

半
年
と
な
り
、
会
議
開
催
に
向
け
た
準
備
が
い
よ

い
よ
本
格
化
し
て
き
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
最
近

の
準
備
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

本
年
４
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
中
央
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
、
米
州
、
大
洋
州
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア

ラ
ブ
の
各
地
域
に
お
い
て
、
兵
庫
行
動
枠
組
（
Ｈ

Ｆ
Ａ
）
の
取
組
を
総
括
し
、
Ｈ
Ｆ
Ａ
の
後
継
枠
組

（
ポ
ス
ト
Ｈ
Ｆ
Ａ
）
に
向
け
た
議
論
を
行
う
、
地
域

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
に
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
防
災

閣
僚
級
会
議
で
は
、
日
本
政
府
代
表
団
は
、
来
年

の
仙
台
会
議
の
開
催
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と

も
に
、
各
国
代
表
団
に
対
し
、
首
脳
級
・
閣
僚
級

な
ど
仙
台
会
議
に
で
き
る
限

り
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
参
加
を
要

請
し
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
に
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
国
連
経
済
社
会
理

事
会
に
お
い
て
、「
開
発
に
お

け
る
防
災
の
主
流
化
」を
テ
ー

マ
に
日
本
政
府
主
催
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
と
と

も
に
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
、

東
北
地
方
の
被
災
地
の
復
興

の
状
況
を
世
界
に
向
け
て
発

信
し
ま
し
た
。

同
月
に
は
、
国
連
全
加
盟

国
と
国
際
機
関
等
が
参
加
す

る
、
第
１
回
政
府
間
準
備
会

合
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ

れ
、
日
本
政
府
か
ら
は
、
ポ
ス
ト
Ｈ

Ｆ
Ａ
へ
の
提
言
を
行
っ
た
ほ
か
、
ホ

ス
ト
国
と
し
て
、
仙
台
会
議
の
準
備

状
況
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま

た
、
全
世
界
に
向
け
て
、
東
北
の
復

興
の
現
状
を
見
て
頂
く
と
と
も
に
、

東
北
の
豊
か
な
自
然
・
文
化
に
も
触

れ
て
頂
き
た
い
、
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
し
ま
し
た
。

ポ
ス
ト
Ｈ
Ｆ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
各

地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
第
１
回

政
府
間
準
備
会
合
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
今
後
、

よ
り
精
緻
な
素
案
が
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
幹
事
国
会
合
）

の
共
同
議
長
よ
り
提
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
11

月
に
開
催
さ
れ
る
第
２
回
政
府
間
準
備
会
合
に
向

け
て
、
今
後
議
論
が
山
場

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。政

府
と
し
て
は
、
ポ
ス

ト
Ｈ
Ｆ
Ａ
が
全
世
界
の
防

災
実
務
者
に
と
っ
て
有
効

活
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る

た
め
、
現
行
Ｈ
Ｆ
Ａ
の
用

語
・
概
念
を
継
続
し
つ
つ
、

新
た
な
課
題
や
防
災
を
取

り
巻
く
状
況
の
変
化
に
対

応
す
る
項
目
を
追
加
・
補

強
す
る
と
い
う
考
え
方
に

つ
い
て
、
各
国
政
府
に
対

し
て
丁
寧
に
説
明
し
て
行

く
予
定
で
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
多
数
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
市
民
の

方
々
が
防
災
に
関
す

る
知
見
・
教
訓
や
問

題
意
識
を
共
有
し
た

り
、
交
流
し
た
り
す

る
貴
重
な
機
会
で

す
。
今
後
、
仙
台
開

催
実
行
委
員
会
を
中
心
に
、
各
事
業
の
選
定
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

さ
ら
に
、前
回
兵
庫
会
議
（
２
０
０
５
年
）、前
々

回
横
浜
会
議
（
１
９
９
４
年
）
に
続
き
、
今
回
も

国
連
防
災
世
界
会
議
開
催
記
念
切
手
の
発
行
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
幾
多
の
災
害
か
ら
日
本
が
得
た

教
訓
、
防
災
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
発
信
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
発
信
及
び
被
災
地
の
振

興
等
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
で
、
会
議

開
催
に
合
わ
せ
て
全
国
で
発
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

会
議
運
営
に
つ
い
て
の
準
備
も
進
ん
で
い
ま
す
。

内
閣
府
で
は
、
会
議
運
営
計
画
、
車
両
計
画
な
ど
、

本
体
会
議
の
運
営
の
た
め
の
計
画
策
定
に
向
け
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
会
議
運
営
業
者

な
ど
の
選
定
が
行
わ
れ
、
仙
台
に
お
け
る
準
備
作

業
が
本
格
化
す
る
予
定
で
す
。

あ
と
半
年
間
、
や
る
べ
き
こ
と
は
山
積
し
て
い

ま
す
が
、
会
議
の
成
功
に
向
け
て
、
国
際
連
合
、

仙
台
市
・
東
北
４
県
・
地
元
経
済
界
、
そ
の
他
関

係
機
関
と
の
緊
密
な
協
力
の
下
、
全
府
省
庁
一
体

と
な
っ
て
、
引
き
続
き
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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特集
第 3回国連防災世界会議
開催まであと半年

第 1回政府間準備会合（於：ジュネーブ）全体会議の会場風景

日本政府代表団はこのピンバッジを胸につけ、
国際会議等で第 3回国連防災世界会議を国際
社会に対してアピールしています。
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『
政
府
本
部
運
営
訓
練
』
は
、
首
都
直
下
地
震

を
想
定
し
、
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
し
て
全

閣
僚
が
参
加
し
、
緊
急
災
害
対
策
本
部
会
議
と
そ

れ
に
引
き
続
い
て
の
臨
時
の
閣
議
の
訓
練
を
官
邸

で
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
訓
練
に
先
ん
じ
て
、
閣
僚
の
徒
歩
参

集
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
徒
歩
参
集
訓
練
は
、

首
都
直
下
地
震
を
想
定
し
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は

じ
め
と
す
る
全
閣
僚
が
、
自
宅
や
自
省
庁
等
か
ら

徒
歩
に
よ
り
官
邸
に
参
集
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
総
理
も
自
民
党
本
部
か
ら
、
徒
歩
で
官
邸
に

参
集
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
政
府
本
部
運
営
訓
練
は
、
昨
年
11
月

に
制
定
さ
れ
た
「
首
都
直
下
地
震
対
策
特
別
措
置

法
」
や
12
月
に
発
表
さ
れ
た
「
首
都
直
下
地
震
の

被
害
想
定
と
対
策
に
つ
い
て
（
最
終
報
告
）」
を

受
け
、
首
都
直
下
地
震
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
９
月
１
日
（
月
）
７
時
10
分
頃

に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
、
最
大
震
度
７
の
首

都
直
下
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
災
害

緊
急
事
態
の
布
告
及
び
こ
れ
に
伴
う
緊
急
災
害
対

策
本
部
の
設
置
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
も
の
と
し

て
、
発
災
後
２
時
間
後
に
あ
た
る
９
時
10
分
か
ら

第
１
回
緊
急
災
害
対
策
本
部
会
議
を
行
い
、
被
災

地
で
あ
る
東
京
都
知
事
と
の
テ
レ
ビ
会
議
、
被
害

状
況
や
各
省
庁
の
対
応
状
況
等
の
共
有
、
政
府

調
査
団
の
派
遣
の
決
定
を
実
施
し
ま
し
た
。

東
京
都
知
事
と
の
テ
レ
ビ
会
議
で
は
、
東
京

都
が
把
握
し
て
い
る
火
災
な
ど
の
被
害
状
況
の

報
告
や
、
駅
前
の
滞
留
者
の
受
け
入
れ
の
た
め

の
、
国
の
施
設
の
開
放
の
要
望
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

各
省
庁
か
ら
は
被
害
状
況
や
各
省
庁
の
対
応

状
況
、
広
域
応
援
体
制
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
、
総
理
は
各
閣
僚
に
対
し
て
、

関
係
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
要
請
を
待
つ
こ
と

な
く
積
極
的
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
要
請
に

対
し
て
は
情
報
の
共
有
な
ど
各
省
庁
連
携
し
て
、

迅
速
か
つ
全
面
的
に
支
援
す
る
よ
う
指
示
を
出

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
臨
時
の
閣

議
に
お
い
て
、
災
害
緊
急
事
態
へ
の
対
処
に
関

す
る
基
本
的
な
方
針
の
閣
議
決
定
を
行
っ
た
後
、

内
閣
総
理
大
臣
会
見
を
行
い
ま
し
た
。　

内
閣
総
理
大
臣
会
見
は
、
災
害
緊
急
事
態
の
布

告
が
あ
っ
た
時
に
、
国
民
全
体
に
協
力
を
求
め
る

も
の
で
す
。総
理
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
生
中
継
を
通
じ
て
、

身
の
安
全
の
確
保
、
車
に
よ
る
移
動
を
極
力
控
え

る
こ
と
、
正
確
な
情
報
の
把
握
、
買
占
め
の
自
粛

な
ど
に
つ
い
て
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

『
九
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
』
は
関
東
圏
の
９

つ
の
自
治
体
が
、
合
同
で
防
災
訓
練
を
行
う
も
の

で
、
今
年
度
は
相
模
原
市
が
初
め
て
主
会
場
と

な
っ
て
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
政
府
と
し
て
は
こ

の
訓
練
で
は
内
閣
総
理
大
臣
の
視
察
と
、
災
害
時
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防災の動き
Disaster Management News

平成26年度総合防災訓練
９月１日の『防災の日』の前後に、政府や地方公共団体などでは多くの防災訓練が実施されました。
今年度は『防災の日』に首都直下地震を想定した政府本部運営訓練が官邸で行われ、相模原市で
行われた九都県市合同防災訓練に対しても内閣総理大臣の視察などが行われました。

政府本部運営訓練に参加する安倍内閣総理大臣と古屋防災担当大臣（当時）

東京都知事とのテレビ会議の様子
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に
派
遣
さ
れ
る
政
府
調
査
団
の
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。ま

ず
、
総
理
は
訓
練
会
場
内
の
市
民
訓
練
エ
リ

ア
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
市
民
訓
練
エ
リ
ア
で

は
、
地
元
の
小
中
学
生
や
自
主
防
災
組
織
な
ど

が
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
、
三

角
巾
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
応
急
救
護
訓
練
、
炊

き
出
し
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
総
理
も
炊
き

出
し
訓
練
と
、
三
角
巾
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
応

急
救
護
訓
練
を
地
元
の
小
中
学
生
ら
と
共
に
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、
総
理
は
ス
タ
ン
ド
で
、
救
出
救
助
・
消

火
訓
練
エ
リ
ア
で
行
わ
れ
る
訓
練
の
視
察
も
行
い

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
災
害
現
場
で
の
ト
リ
ア
ー

ジ
や
緊
急
医
療
処
置
な
ど
を
行
う
医
療
救
護
訓

練
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
用
し
た
建
物
か
ら
の
救

出
救
助
訓
練
、
自
衛
隊
・
消
防
に
よ
る
一
斉
放
水

訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
複
数
の
放
水
車
か

ら
一
斉
に
放
水
が
行
わ
れ
る
様
子
は
大
変
迫
力
が

あ
り
ま
し
た
。

訓
練
に
は
、
警
察
・
消
防
・
自
衛
隊
・
国
交
省

等
の
防
災
関
係
機
関
や
民
間
企
業
な
ど
多
く
の
機

関
が
参
加
し
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま

し
た
。
防
災
担
当
大
臣
を
筆
頭
と
し
た
政
府
調
査

団
の
メ
ン
バ
ー
も
、
各
機
関
の
災
害
対
応
に
つ
い

て
総
理
と
と
も
に
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
に
会
場
内
で
は
行
政
機
関
や
民

間
企
業
な
ど
が
防
災
に
関
す
る
取
組
の
展
示
な

ど
を
行
う
、
防
災
フ
ェ
ア
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
災
害
用
車
両
や
災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
の
展
示
、
応
急
手
当
の
体
験
な
ど
、
来
場
し
た

人
た
ち
が
楽
し
め
る
よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

当
日
の
天
候
は
雨
模
様
で
し
た
が
、
訓
練
が
行

わ
れ
て
い
る
時
間
は
小
雨
だ
っ
た
た
め
、
予
定
通

り
訓
練
は
実
施
さ
れ
、
一
般
の
人
も
多
数
来
場
し

ま
し
た
。
実
際
に
訓
練
を
行
っ
た
人
た
ち
に
と
っ

て
、
今
回
の
訓
練
は
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露

す
る
機
会
と
な
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
観
覧
を

し
た
一
般
の
人
た
ち
に
と
っ
て
も
防
災
に
つ
い
て

考
え
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
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一斉放水訓練の様子

九都県市合同防災訓練で、訓練に参加する安倍総理大臣
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１
　
平
成
26
年
版
防
災
白
書
の
特
徴

防
災
白
書
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
法
定
白
書
で
あ
り
、
平
成
26

年
度
の
「
特
集
」
で
は
、「
共
助
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
強
化
～
地
区
防
災

計
画
制
度
の
施
行
を
受
け
て
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
共
助
に
焦
点
を
あ
て
て
、

地
域
防
災
力
強
化
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
及
び
25
年
度
の
「
災
害
対
策
基
本
法
」
の
改
正
、「
大

規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
」
の
制
定
、
平
成
25
年
11
月
の
「
首

都
直
下
地
震
対
策
特
別
措
置
法
」
の
制
定
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
地

震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
の
改
正
等
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
27
年
３
月
に
仙
台
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
「
第
３
回
国

連
防
災
世
界
会
議
」
の
ほ
か
、
平
成
25
年
９
月
の
竜
巻
災
害
、
10
月
の
台
風

第
26
号
に
よ
る
土
砂
災
害
、
平
成
26
年
２
月
の
大
雪
災
害
等
で
大
き
な
被
害

が
出
た
こ
と
を
踏
ま
え
、「
避
難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）」
の
改
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
特
集
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

２
　「
特
集
　
共
助
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
強
化
～
地
区
防
災

計
画
制
度
の
施
行
を
受
け
て
～
」
の
概
要

東
日
本
大
震
災
等
で
は
、
行
政
自
身
が
被
災
し
て
機
能
が
麻
痺
す
る
場
合

（
公
助
の
限
界
）
が
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
首
都
直
下
地

震
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
大
規
模
広
域
災
害
時
の
被
害
を
少
な
く
す
る
た

め
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
自
助
・
共
助
に
よ
る
「
ソ
フ
ト
パ

ワ
ー
」
を
効
果
的
に
活
用
し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
な

鍵
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
一
般
的
な
地
域
活
動
（
地
縁
活

動
）
と
防
災
活
動
の
関
係
は
深
く
な
っ
て
お
り
、
一
般
的
な
地
域
活
動
（
地

縁
活
動
）
の
活
性
化
が
防
災
活
動
の
活
発
化
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
地
域
防

災
力
の
強
化
に
も
つ
な
が
る
と
し
て
い
ま
す
（
図
１
参
照
）。

ま
た
、
国
民
は
、
地
域
防
災
力
の
向
上
の
た
め
に
は
第
一
に
共
助
（
地
域
、
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防災の動き
Disaster Management News

平成26年版防災白書の概要
～地区防災計画制度の施行を受けた 
　共助による地域防災力の強化～

図１　一般的な地域活動（地縁活動）と防災活動との関係

71.1%
68.6%
64.4%
63.3%
62.1%
56.5%
56.4%
55.7%
53.8%
50.9%
48.9%
43.9%
43.1%
41.7%
41.3%
37.5%

9.6%

28.9%
31.4%
35.6%
36.7%
37.9%
43.5%
43.6%
44.3%
46.2%
49.1%
51.1%
56.1%
56.9%
58.3%
58.7%
62.5%

90.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

防犯活動
女性会・婦人会

高齢者・障害者福祉活動
老人会

盆踊り・祭り
地域の伝統行事

自治会
環境美化・景観に関する活動
バーベキュー等地域交流活動

個人の健康づくりに関する活動
芸術文化活動・生涯学習等

子育て支援活動
PTA

子供会
地域の運動会等

青少年へのスポーツ指導
一般的な地域活動に参加していない

防災活動に参加している 防災活動に参加していない
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人
と
一
緒
に
や
る
こ
と
）
の
う
ち
、
自
主
防
災
組

織
づ
く
り
、
地
縁
組
織
内
の
役
割
分
担
と
い
っ
た

「
人
・
組
織
に
関
す
る
こ
と
」
を
重
視
し
て
お
り
、

第
二
に
公
助
（
行
政
に
求
め
る
こ
と
）
と
し
て
は
、

防
災
に
関
す
る
講
習
会
の
開
催
、
災
害
時
の
住
民

に
対
す
る
情
報
発
信
を
も
と
め
て
い
る
こ
と
か
ら

行
政
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
防
災
活
動

体
制
づ
く
り
の
支
援
や
積
極
的
な
情
報
提
供
等
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
行
政
の
連
携
が

重
要
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
（
図
２

参
照
）。

さ
ら
に
、
事
業
者
の
防
災
に
関
す

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
協
力
関

係
も
進
展
し
て
お
り
（
図
３
参
照
）、

事
業
者
と
地
域
住
民
と
の
連
携
・
共

生
の
促
進
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

全
体
の
防
災
力
の
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
傾
向
を
踏
ま
え
、

地
域
防
災
力
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
は
、
平
成

26
年
の
災
害
対
策
基
本

法
の
改
正
で
創
設
さ
れ

た
地
区
の
居
住
者
及
び

事
業
者
に
よ
る
自
発
的

な
防
災
計
画
で
あ
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

行
政
の
連
携
に
よ
っ
て

地
域
防
災
力
の
向
上
を

図
る
た
め
の
制
度
で
あ

る
「
地
区
防
災
計
画
制

度
」
を
普
及
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
地
域
防
災
力
の
向
上
の

た
め
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

活
性
化
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す

が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

と
地
域
防
災
力
の
向
上
は
、
表
裏
一

体
の
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

地
区
防
災
計
画
制
度
が
、
地
域
防
災
力
の
向
上
だ

け
で
な
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
通

し
て
、
地
区
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
ま
ち

づ
く
り
に
も
寄
与
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い

ま
す
。

 

（
内
閣
府（
防
災
担
当
）普
及
啓
発
・
連
携
担
当
参
事
官
室

　

西
澤
雅
道
・
筒
井
智
士
）
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図２　地域の防災活動の活性化のために必要なもの

図３　企業における地域コミュニティとの協力の内容

20.8%

48.1%

21.1%

28.2%

25.1%

19.3%

15.4%

32.9%

37.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

自助

共助

公助

人・組織

モノ・金

情報

32.3%

28.9%

15.3%

13.1%

8.9%

6.5%

42.9%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

平時からの連絡体制構築

災害時応援協定の締結

平時からの協議会等設置

合同訓練実施

相互情報交換方法取り決め

災害時支援企業登録を実施

該当なし

無回答
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東日本大震災以降、防災教育の重要性はますます高まってきています。このページではNPO法人プラス・アー
ツが開発してきた、「子どもたちと楽しく防災を学ぶ」プログラムやツールの紹介と、活用現場のレポートを併
せて掲載していきます。

●�災害時に役立つ「手に入れやすい」「使いやすい」
ものを考える

地震の大きな揺れで家
が崩れ、中にいた人が
タンスの下敷きになっ
てしまいました。タン
スをどけて、下敷きに
なっている人を助け出
すにはどうしたらいい
でしょうか？

災害時に起こりうる状況ですが、普段このような事
態の対処法を考える機会はなかなかありません。そこ
で地震や津波による様々なトラブルに対して役に立つ
アイテムを、子どもたちに楽しみながら能動的に考え
てもらうツールとしてプラス・アーツが開発したのが
「なまずの学校」です。
全 18問の紙芝居クイズと、アイテムが書かれたカー

ド、そして得点としてもらえる「ナマーズ紙幣」がセッ
トになっています。災害時の様々な状況を紙芝居形式
で子どもたちに見てもらい、こうした状況に対応する
アイテムを手持ちのカードから選んでもらいます。こ
こで選ぶ時のポイントは、「手に入れやすさ」と「使い
やすさ」です。
このゲームは、阪神・淡路大震災の教訓が反映され

ており、当時は自助・共助が多くの人々の命を救いま
した。そこで手に入れにくい、また特別な人しか使え
ないものを使うのではなく、「身近なものを工夫して生
き延びること」をこのゲームでは重視しています。例
えば冒頭の問題では、「フォークリフト」よりも「ジャッ
キ」「バール」「角材」と答えた人のほうが高得点をも
らえる仕組みとなっています。
「なまずの学校」は様々な教育現場や防災イベント、
ご家庭で活用されてきましたが、東日本大震災の教訓
をもとに「津波」「水の運搬方法」などの新たな状況を
追加して、今年リニューアルしました。岩手県や宮城
県の被災者からいただいたアドバイスが反映されてい
ます。ゲームを通して、全国の子どもたちに被災地か
らの声を学んでもらえればと思います。

防災カードゲーム「なまずの学校」
対象年齢：８歳～／推奨人数：３～６人
【特徴】
①�阪神・淡路大震災と東日本大震災の被災者のヒアリングにもとづいて
制作

②�参加者が災害時に役立つアイテム
を能動的に考えることができる

③�学校教育、防災イベント、ご家庭
など様々な場で活用可

価格：3600 円（税抜）
【問い合わせ先】
ＮＰＯ法人プラス・アーツ
　TEL�078-335-1335
　MAIL�info@plus-arts.net

学
び
の
場
─
─
福
島
県
い
わ
き
市
中
央
公
民
館

　

８
月
１
・
２
日
に
福
島
県
い
わ
き
市
中
央
公
民
館

に
て
、
い
わ
き
市
教
育
委
員
会
・
地
区
実
行
委
員
主

催
、
プ
ラ
ス
・
ア
ー
ツ
企
画
運
営
で
、
災
害
時
に
生

き
抜
く
力
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
レ
ッ
ド
ベ
ア
い
わ

き
防
災
キ
ャ
ン
プ
※
」
を
実
施
し
、
そ
の
中
で
子
ど

も
た
ち
に
は
「
な
ま
ず
の
学
校
」
に
挑
戦
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

３
年
前
に
大
地
震
を
体
験
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら

は
、
想
定
の
答
え
に
な
い
ア
イ
デ
ア
も
出
て
き
ま
し

た
。
例
え
ば
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ト
イ
レ
を
作
る

と
い
う
質
問
に
対
し
、
周
り
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に

囲
い
を
作
る
材
料
と
し
て
「
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
」
と
い

う
答
え
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
学
校
に
あ
る

「
カ
ー
テ
ン
」
も
使
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
班
ご
と
の
対
抗
と
い
う
形
を
と
り
、

ど
の
ア
イ
テ
ム
カ
ー
ド
を
出
す
か
に
つ
い
て
、
班
の

中
で
話
し
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
意
見
が
分
か
れ

た
場
合
は
、
自
分
の
選
ん
だ
ア
イ
テ
ム
が
な
ぜ
「
使

え
る
の
か
」、
説
得
力
を
持
っ
た
理
由
を
伝
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
や
り
取
り
は
、
防
災
に

必
要
な
知
恵
や
工
夫
だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
身
に
付
け
る
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
な
ま
ず
の
学
校
」
を
体
験
し
終
わ
っ
た
子
ど
も

た
ち
に
感
想
を
聞
く
と
、「
い
ざ
と
な
っ
た
ら
、
大

人
に
ア
ド
バ
イ

ス
が
で
き
る
！
」

と
自
信
満
々
。

頼
も
し
い
防
災

キ
ッ
ズ
の
誕
生

で
す
。

※
レ
ッ
ド
ベ
ア
サ

バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン

プ
に
つ
い
て
は
、

次
号
で
紹
介
し
ま

す
。
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「楽しみながら、しっかり学ぶボウサイ」を始めよう！

第 2 回 　カードゲームで「工夫して生き延びる力」を育む

知恵を出しあう子どもたち。班の中のチーム
ワークが高得点のカギを握ります。

NPO法人プラス・アーツ
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Q地
域
防
災
計
画
に
お
け
る

公
民
館
の
位
置
づ
け
を

あ
ら
か
じ
め
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
た
と
え
ば
避
難
所
や
医
療

救
護
所
な
ど
自
治
体
で
指
定
さ
れ

て
い
る
災
害
時
の
拠
点
で
あ
る
か

ど
う
か
に
よ
っ
て
対
策
は
変
わ
っ

て
き
ま
す
。
ま
た
、
公
民
館
が
地
域

住
民
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で
あ

れ
ば
、
指
定
さ
れ
て
い
な
く
て
も
頼
り
に
避
難
し
て
く

る
住
民
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
地

域
で
期
待
さ
れ
る
役
割
を
認
識
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た

対
策
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
避
難
所
に
な

る
の
で
あ
れ
ば
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と

訓
練
、
備
蓄
品
や
鍵
の
保
管
、
避
難
者
名
簿
な
ど
の
書

類
の
整
備
、
職
員
の
役
割
と
勤
務
体
制
な
ど
に
つ
い
て

自
治
体
や
町
内
会
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
関
係
機
関
と

の
連
携
体
制
を
築
い
て
お
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。ま

た
、
避
難
所
に
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
日
頃
の

活
動
に
お
い
て
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
利
用
者
が

多
様
で
あ
る
場
合
、
そ
の
利
用
者
の
特
性
や
利
用
状

況
を
踏
ま
え
た
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
家
族
へ
の

連
絡
、
お
迎
え
を
待
つ
間
の
備
蓄
品
、
負
傷
者
の
手

当
て
と
搬
送
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
対
策
な
ど
を
考
え
て

お
き
ま
す
。

過
去
の
震
災

に
お
い
て
公
民

館
は
避
難
所
だ

け
で
な
く
、
救

援
物
資
の
倉
庫

や
、
遺
体
安
置

所
に
な
り
ま
し

た
。公
民
館
は
、

平
時
は
も
と
よ

り
災
害
時
に
も

な
に
か
と
頼
り

に
さ
れ
る
施
設

で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
、
柔
軟

に
対
応
で
き
る

力
を
つ
け
て
お
く
と
と
も
に
、
定
期
的
に
防
災
学
習

を
実
施
す
る
な
ど
住
民
の
防
災
力
を
高
め
て
公
民
館

の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
に
も
力
を
注
ぎ
ま
し
ょ
う
。
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もし、一日前に戻れたら…

「大津波が来る！」と叫んでも
「そうなの？」とご近所さん

～「とにかく、逃げよう」と一緒に避難 
 （釜石仮設団地　60代　女性）
昼食後にコーヒーを飲んでいたら、地震が起きました。す

ると、目が不自由な主人が「普通の地震じゃないから逃げた方
がいい」、「これは大津波の地震だ、いつものと違う、早く逃げ
ろ！」とか言って、階段を降りて行こうとするんですよ。「じゃ、
革ジャン着て」って出していたら、「そんなの着ているヒマな
いよ」って。とにかく着の身着のままで、先に主人を高台の神
社に避難させました。
その時、おばあちゃんたちが立っていたので、「大津波が来

るみたいだから、早く逃げて！立ってないで！」って言ったら、
「そうなの？」って笑っているんです。みんなそんな感じ。「ほ
んとに来るから！」と叫んでいるところへお店をやっている隣
のおばちゃんがリヤカー引っ張って帰ってきたので、「シャッ
ターだけ閉めて逃げて！」と言うと、「だって、今お金を下し
てきたばっかりだ」って。「いや、とにかく逃げよう」と言って、
散乱している店先の物を片づけてやって、シャッターを閉めて、
おばちゃんと一緒に逃げました。
実は前の年も大きな地震があって、津波警報が出て、避難命

令が出たんだけど、何もなかったんです。それに、あの日の２
日前にもちょっとした地震があって、津波注意報が出たけど全
然来なかった。そういうこともあったから「たいしたことない
な」という気持がどこかにあったのかもしれません。

シリーズ

被災者の実体験を聞く事ができる『一日前プロジェクト』は下記HPでも見ることが出来ます。家庭はもちろん、地域や職場等、
さまざまな話が掲載されていますので、企業の「社内報」や地域での「広報」に幅広く活用してください。

http://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/ichinitimae/index.html

災害に備えて公民館で
すべき対策について

教えてください。

防災 Q&A 公民館の防災対策

危
機
管
理
教
育
研
究
所
　
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国
崎
　
信
江
（
く
に
ざ
き
・
の
ぶ
え
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
自

然
災
害
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
研
究
を
始
め
る
。
防
災・

防
犯
関
連
の
著
作
、
講
演
の
ほ
か
、
内
閣
府
・
文
部
科
学
省

な
ど
多
く
の
防
災
関
連
の
専
門
委
員
も
務
め
て
い
る
。

A

「一日前プロジェクト」　第 31回

東日本大震災（平成 23 年３月）

イラスト：井塚 剛

地域で期待される
役割を踏まえた対策を
考えましょう。
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村
を
あ
げ
て
の
救
援
活
動

和
歌
山
県
の
潮
岬
は
日
本
で
も
有
数
の
「
台
風

銀
座
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
岬
の
突
端
、

大
島
の
樫
野
崎
に
は
白
亜
の
灯
台
が
そ
び
え
立
ち
、

そ
こ
か
ら
望
め
る
太
平
洋
に
は
ご
つ
ご
つ
し
た
岩

礁
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
普
段
は
穏
や
か
な
こ
の

海
が
、
今
か
ら
１
２
０
年
以
上
前
の
１
８
９
０
（
明

治
23
）
年
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
（
今
の
ト
ル
コ
）
の

親
善
使
節
が
乗
っ
た
軍
艦
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の

海
難
事
件
の
現
場
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
15
日
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
は
台
風
シ
ー

ズ
ン
の
真
っ
只
中
、
帰
国
に
向
け
て
横
浜
港
を
出

航
し
ま
し
た
。
そ
の
日
の
午
後
か
ら
風
が
強
ま
る

と
、
夜
半
に
は
大
波
を
被
り
、
船
の
メ
イ
ン
マ
ス

ト
が
折
れ
、
エ
ン
ジ
ン
が
停
止
し
、
流
さ
れ
る
ま

ま
岩
礁
に
打
ち
付
け
ら
れ
て
沈
没
し
て
し
ま
い
ま

す
。
海
に
投
げ
出
さ
れ
た
船
員
が
、
命
か
ら
が
ら

樫
野
崎
の
灯
台
に
泳
ぎ
着
き
ま
し
た
が
、
助
か
っ

た
の
は
わ
ず
か
69
名
。
５
０
０
名
余
り
が
死
亡
す

る
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

灯
台
守
は
負
傷
し
た
ト
ル
コ
人
に
応
急
手
当
を

施
し
、
大
島
村
の
村
長
に
事
件
を
知
ら
せ
ま
す
。

村
長
は
自
ら
現
場
で
救
援
活
動
の
指
揮
を
と
り
、

救
援
に
駆
け
つ
け
た
村
人
は
生
存
者
を
「
カ
ゴ
」

や
「
戸
板
」
な
ど
に
乗
せ
収
容
先
に
運
び
ま
し
た
。

住
民
は
総
出
で
衣
類
を
持
ち
寄
り
、
サ
ツ
マ
イ
モ

や
卵
、
大
切
な
ニ
ワ
ト
リ
ま
で
も
食
料
と
し
て
提

供
し
ま
し
た
。
身
体
が
冷
え
な
い
よ
う
、
村
人
が

懸
命
に
温
め
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

事
故
か
ら
20
日
後
、
69
名
の
生
存
者
全
員
が
、

日
本
海
軍
の
軍
艦
で
ト
ル
コ
に
送
ら
れ
帰
国
し
ま

20

エルトゥールル号事件（1890）

災害を語りつぐ 2

1890 年に和歌山県の潮岬でトルコの軍艦が台風により難破した際、村人が献身的な救援
活動を行いました。それがきっかけとなり、日本とトルコの間に固い絆が生まれました。
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し
た
。
そ
し
て
、
生
存
者
た
ち
は
、
帰
国
後
、
自

国
で
こ
の
話
を
後
世
に
伝
え
ま
し
た
。

大
島
村
で
は
、
亡
く
な
っ
た
ト
ル
コ
の
人
を
丁

重
に
埋
葬
し
、
そ
の
後
慰
霊
祭
を
定
期
的
に
行
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

助
け
合
い
の
精
神

時
は
下
っ
て
、
こ
の
海
難
事
件
か
ら
95
年
後
の

１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
に
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦

争
が
勃
発
し
ま
す
。
イ
ラ
ク
の
フ
セ
イ
ン
大
統
領

は
「
３
月
19
日
20
時
以
降
、
イ
ラ
ン
上
空
を
飛
ぶ

飛
行
機
は
民
間
機
で
あ
っ
て
も
安
全
を
保
証
し
な

い
」
と
の
声
明
を
出
し
た
た
め
、
各
国
は
テ
ヘ
ラ

ン
在
住
の
自
国
民
を
緊
急
脱
出
さ
せ
る
た
め
、
急

遽
、軍
用
機
や
民
間
機
を
派
遣
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

当
時
の
日
本
で
は
自
衛
隊
機
の
海
外
派
遣
が
出
来

な
い
上
、
日
本
の
民
間
飛
行
機
も
テ
ヘ
ラ
ン
に
は

寄
航
し
て
お
ら
ず
、
飛
行
機
の
手
配
が
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
テ
ヘ
ラ
ン
在
住
の
日
本
人
は
途
方
に
暮

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

刻
々
と
時
が
過
ぎ
る
な
か
、
ト
ル
コ
が
日
本
人

の
た
め
に
飛
行
機
を
増
発
す
る
決
断
を
下
し
ま
す
。

「
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
の
事
故
に
際
し
て
、

日
本
人
が
な
し
て
く
だ
さ
っ
た
献
身
的
な
救
援
活

動
を
、
今
も
ト
ル
コ
の
人
た
ち
は
決
し
て
忘
れ
て

い
ま
せ
ん
」

テ
ヘ
ラ
ン
空
港
に
い
た
２
１
５
名
の
日
本
人
全

員
が
イ
ラ
ン
か
ら
無
事
脱
出
。
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト

の
約
１
時
間
前
で
し
た
。
国
を
越
え
、
時
を
超
え

た
「
助
け
合
い
の
精
神
」
が
両
国
の
友
好
の
絆
を

深
め
た
の
で
す
。

21
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昭
和
36
（
１
９
６
１
）
年
６
月
、
長
野
県
南
部

を
集
中
豪
雨
が
襲
い
、
飯
田
市
な
ど
各
地
で

川
の
氾
濫
、
土
石
流
、
深
層
崩
壊
が
発
生
し
、

死
者
・
行
方
不
明
者
は
１
３
６
名
、
家
屋
の
全
壊
・
流
出
・

半
壊
は
１
５
０
０
戸
に
及
ん
だ
。
こ
の
「
三
六
災
害
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
紙
芝
居
「
恐
怖
の
集
中
豪
雨
」
を
制

作
し
た
の
が
、
飯
田
市
赤
十
字
奉
仕
団
の
紙
芝
居
班
だ
。

飯
田
市
赤
十
字
奉
仕
団
の
紙
芝
居
班
は
平
成
12
（
２

０
０
０
）年
か
ら
紙
芝
居
の
制
作
、上
演
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
70
歳
代
の
農
家
の
主
婦
７
名
。
家

事
や
農
作
業
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
メ
ン
バ
ー
自
ら
取
材
、

脚
本
執
筆
、描
画
作
業
を
行
う
。上
演
の
時
も
、メ
ン
バ
ー

全
員
で
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
音
響
な
ど
の
作
業
を
分
担
す

る
。当

初
は
、
赤
十
字
の
歴
史
や
地
元
の
民
話
を
題
材
に

し
て
い
た
が
、平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
に
「
三
六
災
害
」

か
ら
50
年
と
い
う
節
目
に
合
わ
せ
て
、
災
害
伝
承
の
た

め
の
作
品
を
制
作
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
２
０
１
２
年

度
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
入
門
枠
に
応
募
し

採
択
さ
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
制
作
さ
れ
た
の
が
「
恐

怖
の
集
中
豪
雨
」
だ
。

「『
三
六
災
害
』
の
経
験
者
が
少
な
く

な
っ
て
お
り
、
こ
の
先
は
、
経
験
者
本

人
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
難
し
く

な
る
と
思
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
節
目

の
年
な
の
で
、
市
民
の
関
心
も
高
ま
る

の
で
は
と
考
え
ま
し
た
」
と
飯
田
市
危

機
管
理
室
防
災
係
長
の
後
藤
武
志
さ
ん

は
言
う
。

飯
田
市
で
は
危
機
管
理
室
が
飯
田
市

赤
十
字
奉
仕
団
の
事
務
局
を
兼
ね
て
お

り
、
紙
芝
居
の
作
成
を
含
め
赤
十
字
奉

仕
団
の
様
々
な
活
動
を
支
え
て
い
る
。

「
恐
怖
の
集
中
豪
雨
」
が
高
い
評
価
を

得
た
こ
と
か
ら
、
翌
年
、
再
び
チ
ャ
レ

ン
ジ
プ
ラ
ン
に
応
募
し
、
一
般
枠
で
採

択
さ
れ
た
。
そ
し
て
制
作
さ
れ
た
紙
芝

居
が
「
飯
田
大
火
と
り
ん
ご
並
木
」
だ
。

飯
田
大
火
は
、
昭
和
22
（
１
９
４
７
）

年
４
月
、
飯
田
市
の
中
心
地
73 

ha
が
焼

22

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
の
輪

紙
芝
居
で
災
害
伝
承

長
野
県
の
飯
田
市
赤
十
字
奉
仕
団
は
農
家
の
主
婦
が
中
心
と
な
り
、

地
元
を
襲
っ
た
大
火
災
や
大
雨
な
ど
の
災
害
を
、

紙
芝
居
を
使
っ
て
伝
承
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

第 20 回

「飯田大火とりんご並木」の一
場面。飯田大火で焼失した飯
田市の様子（上段右）
描画作業をする飯田市赤十字
奉仕団の紙芝居班のメンバー

（上段左）
2013 年 10 月、飯田東中学校
での上演会（下段左）
当時の経験者に話を聞く紙芝
居班のメンバー（下段右）
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失
、
市
の
人
口
の
半
分
以
上
の
１
７
８
０
０
名
が
罹
災

し
た
。
現
在
に
お
い
て
も
、
そ
の
焼
失
面
積
は
第
二
次

世
界
大
戦
後
に
発
生
し
た
事
例
と
し
て
日
本
最
大
で
あ

る
。り

ん
ご
並
木
は
、
飯
田
大
火
後
、
飯
田
東
中
学
生
の

生
徒
が
「
自
分
た
ち
の
手
で
美
し
い
街
を
作
ろ
う
」
と

い
う
思
い
か
ら
構
想
さ
れ
た
。
数
回
に
及
ぶ
市
と
の
交

渉
の
末
、
昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
に
防
火
帯
道
路
で

あ
る
並
木
通
り
に
り
ん
ご
の
木
を
生
徒
た
ち
が
植
え
、

そ
の
後
も
同
校
の
生
徒
が
代
々
管
理
を
続
け
て
い
る
。

現
在
、
４
０
０
ｍ
に
わ
た
る
り
ん
ご
並
木
は
飯
田
市
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

「
飯
田
大
火
と
り
ん
ご
並
木
」
は
28
枚
の
絵
で
構
成
さ

て
お
り
、
上
演
時
間
約
25
分
。
防
災
だ
け
で
は
な
く
、

自
ら
の
街
を
自
ら
で
作
る
と
い
う
自
治
精
神
の
大
切
さ

伝
え
る
内
容
に
も
な
っ
て
い
る
。
紙
芝
居
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化

も
さ
れ
、
そ
の
音
声
の
録
音
に
は
、
紙
芝
居
班
の
メ
ン

バ
ー
に
加
え
、
飯
田
東
中
学
校
の

生
徒
も
参
加
し
た
。

紙
芝
居
班
の
メ
ン
バ
ー
は
飯
田

東
中
学
校
で
最
初
の
上
演
会
を

行
っ
た
後
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
で
あ
る
福
島
県
の
会
津
若
松

市
と
南
相
馬
市
の
仮
設
住
宅
、
南

相
馬
市
立
太
田
小
学
校
を
訪
れ
、

上
演
し
て
い
る
。
上
演
後
に
は
「
絵

が
迫
力
あ
る
」、「
方
言
を
使
っ
た

語
り
が
良
い
」、「
道
徳
の
授
業
に

も
活
用
で
き
る
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。

「
恐
怖
の
集
中
豪
雨
」
と
「
飯
田

大
火
と
り
ん
ご
並
木
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

は
、
市
内
全
て
の
小
中
学
校
や
図
書
館
に
配
布
さ
れ
て

い
る
他
、
動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」

で
も
公
開
し
て
い
る
。
二
つ
の
紙
芝
居
の
絵
本
も
間
も

な
く
出
版
さ
れ
る
予
定
だ
。

飯
田
市
赤
十
字
奉
仕
団
は
、「
飯
田
大
火
と
り
ん
ご
並

木
」
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、
２
０
１
３
年
度
防
災

教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
「
防
災
教
育
優
秀
賞
」
を
受

賞
し
て
い
る
。

「
賞
を
頂
け
る
と
は
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

メ
ン
バ
ー
は
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。
紙
芝
居
制
作
は

メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
大
変
な
作
業
で
す
が
、
全
国
の
い

ろ
い
ろ
な
所
か
ら
上
演
依
頼
を
頂
い
て
お
り
、
そ
れ
が

次
の
作
品
を
作
る
意
欲
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
行
政
と
し
て
、災
害
伝
承
紙
芝
居
の
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
後
藤
さ
ん
は

言
う
。

�

（
写
真
提
供　

飯
田
市
危
機
管
理
室
）

23

飯 田市は山々に囲まれ、大雨や地震によ
る土砂崩れや土石流などの災害が発生

しやすい地域も少なくありません。そのため、市
民の防災に対する関心は高いです。飯田市は公民
館活動などの地域活動が盛んで、「自分たちの地
域のことは自らの手で行う」という自治意識が強
く根づいています。この市民の高い自治意識を、
防災における「自助・共助」へとつなげることが
行政の役割と考えています。その意味で、飯田市
赤十字奉仕団の紙芝居を通した災害伝承は、市民
と行政がうまくコラボレーションできた例と言え
ます。
災害伝承は過去の災害教訓を、世代を越えて

共有することです。それは、今に生きる人の命を
救うだけではなく、災害で失われた尊い命にも報
いることになるのではないでしょうか。

防災リーダーの一言

後藤武志（ごとう・たけし）●飯田市危機管理室防災係長

ご意見・ご感想を、内閣府（防災担当）
広報誌「ぼうさい」担当宛で、はがき、 

FAX、メールにてお寄せください。
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編集後記
気象庁により「平成 26 年８月豪雨」と命

名された大雨は、各地で甚大な被害をもたら
した。地域気象観測所（アメダス）における、
50㎜／時間を超える豪雨の年間及び 8 月の観
測回数も増加傾向がみられるという。

10 年前、帰宅途中に 90㎜／時間超の豪雨
に遭遇し、運転中の自動車が水没の被害に遭
い廃車となるという経験をした。

車両保険に加入していたことは不幸中の幸
いだったが、集中豪雨の恐ろしさを経験した。

最近、メディア等を通じて災害の種類に応
じて適切な避難行動を選択することの重要性
が周知されはじめてきていると感じる。

「治に居て乱を忘れず」という言葉がある。
災いへの備えと臨機応変な避難行動が定着す
ることを切に願うとともに、在宅時だけでな
く外出時にも積極的に気象情報等を収集する
等、無理のない行動に心がけたい。
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東日本大震災
復興支援の情報サイト

各ホームページに、東日本大震災により被災された方、 
そして支援をお考えの方に役立つ情報が掲載されています。

日本政府を通じた東日本大震災義援金受付

皆様から寄せられた義援金は、地方公共団体を通じて、
被災者の方々へ届けられます。

全国の銀行、信用金庫、郵便局から
指定口座「東日本大震災義援金政府窓口」

へお振込み下さい。

受付期間
平成23年4月5日（火）から平成27年3月31日（火）まで

http://www.cao.go.jp/gienkin/

復興庁

復興庁は、復興に関する国の施策の企画、
調整及び実施、また、地方公共団体への

窓口と支援等を担う組織です。
ホームページでは、復興交付金制度や被災者支援

関連情報、また現地の取組や関連資料などの
最新情報が入手できます。

http://www.reconstruction.go.jp/

政府では、インターネットを通じて震災からの復興状況をお知らせしています。
岩手県、宮城県、福島県を中心に、

復興に向けて歩む方々の声や取り組みを紹介するテレビ・ラジオ番組を視聴できるほか、
各地で撮影された写真、関連サイトへのリンク、生活や事業の再建に役立つ情報にもアクセスできます。

「復旧・復興支援制度情報」のページ

国や地方公共団体が東日本大震災の復旧・復興のために整備している支援制度の検索サイトです。
様々な支援制度を横断的に検索し、条件にあったものをすばやく探すことができます。

県外避難している方からの相談にも、県名や市町村名から簡単に調べてご案内いただけます。

個人向け、事業者向け、それぞれの最新支援制度情報が確認でき、
フリーキーワード、支援の種類やカテゴリ選択による絞込みも可能です。

http://www.r-assistance.go.jp/

http://www.gov-online.go.jp/cam/fukko/ayumi.html http://www.gov-online.go.jp/cam/fukko/index.html
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